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内容：
グラフェンは炭素原子が２次元状に拡がった物質で、導電性や熱

伝導性又は透明性などの機能を利用した応用研究が盛んにおこ
なわれています。例えば透明性と導電性を利用すれば透明電極が
開発でき、太陽電池や有機EＬに利用することが可能です。近年で
は、環境への影響からクリーンなエネルギーである燃料電池用の
触媒としても非常に注目されていますが、大量生産を行なうための
化学的手法の開発が重要となっています。当研究室では、安価な
黒鉛(グラフェンが積層した物質でグラファイトとも呼ばれる)をグラ
フェンにバラバラにする研究に取り組んでいます。特に電気化学反
応を利用してグラファイトからグラフェンや表面に様々な官能基を
有したグラフェンを得る方法の開発に取り組んでいます。

アピールポイント：
原料となるグラファイトの他に必要なものは数Ｖの電圧と塩類の

みで、SDGsの観点からも非常に環境負荷の小さい合成法です。
利用用途に合わせてグラフェンの作製から分散液調製まで多種多
様なグラフェン合成の要望に応えられると思います。
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窒素修飾グラフェンの電気化学的ワンポット合成
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